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１．適用 

  適用を表１に示します。 

 

表１．適用表 

巻上機型式 

CR-102 

CR-112 シリーズ 

CR-114 

CR-115 シリーズ 

CRL-320 シリーズ 

CRL-321 シリーズ 

CRL-335 シリーズ 

CRL-340 シリーズ 

CRL-370 シリーズ 

CRL-390 

CRL-635 シリーズ 

CRL-640 シリーズ 

CRL-670 シリーズ 

CRL-800 シリーズ 

 

            尚、CR-112、CR-112A など型式の展開を CR-112 シリーズと総称します。 

            他の型式についても同様です。 
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２．検査方法 

  ブレーキの概略図を図１に示します。 
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図１．ブレーキ概略図 

 

ブレーキパッドの厚さ（Ｌ）を確認し、表２により判定を行ってください。ブレーキパッドの厚さの確

認は、ドラム左右両側のブレーキパッドに対して行ってください。要重点点検の場合は、重点点検を実

施しブレーキパッドの交換準備を行ってください。要是正の場合は、速やかにブレーキパッドを交換し

てください。 
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３．判定基準 

表２．判定基準 

測定寸法 Ｌ ｍｍ 
巻上機型式 

初期 正常 要重点点検 要是正 

‘73/10 以前 Ｌ ＝  6 Ｌ > 4.5 4.5 ≧ Ｌ > 4.0 4.0 ≧ Ｌ
CR-102 

‘73/10 以降 Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

‘73/10 以前 Ｌ ＝  6 Ｌ > 4.5 4.5 ≧ Ｌ > 4.0 4.0 ≧ ＬCR-112 

シリーズ ‘73/10 以降 Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

‘73/10 以前 Ｌ ＝  6 Ｌ > 4.5 4.5 ≧ Ｌ > 4.0 4.0 ≧ Ｌ
CR-114 

‘73/10 以降 Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

‘73/10 以前 Ｌ ＝  6 Ｌ > 4.5 4.5 ≧ Ｌ > 4.0 4.0 ≧ ＬCR-115 

シリーズ ‘73/10 以降 Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-320 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-321 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-335 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-340 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-370 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-390 Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-635 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-640 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-670 シリーズ Ｌ ＝ 10 Ｌ > 8.0 8.0 ≧ Ｌ > 7.5 7.5 ≧ Ｌ

CRL-800 シリーズ Ｌ ＝ 7 Ｌ > 5.5 5.5 ≧ Ｌ > 5 5 ≧ Ｌ 

 

    ＣＲＬ－１＊＊シリーズの判定基準は１９７３年１０月に変更しています。このため、以下の何れか

の方法で見分けを行ってください。 

確認方法 

  ①ブレーキライニング厚さで確認する（推奨）。 

         現品のブレーキライニング厚さを測定してください。 

        測定値が６ｍｍ未満の場合、初期厚さ６ｍｍの品となります。 

          測定値が７ｍｍ以上の場合、初期厚さ１０ｍｍの品となります。 

   ②製造年より確認する。 

         巻上機の銘板には、製造年が刻印されています（月の刻印は無し）。 

１９７２年以前の製造であれば、６ｍｍの品となります。 

１９７３年の場合は、製造月が確認出来ないため①の方法で確認ください。 

１９７４年以降の製造であれば、１０ｍｍの品となります。 

 


